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提供： 情報戦略モデル研究所

ＩＴコーディネータ試験対策コース

「テキスト」
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はじめに

コースの目的

コースの構成

テキストの構成
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コースの目的

「ＩＴＣ資格試験の知識型問題、判断型問題に対処
できる必要知識と合格する解答能力をつける」

習得する能力項目は

◆ ＩＴコーディネータの役割と背景を掴む
◆ ＩＴＣプロセスフローとその意味を体系化する
◆ ５つのフェーズと共通能力の原則を体得する
◆ ＩＴＣプロセスフローの主要メソドロジーを知る
◆ 試験問題解答能力を体得する
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コースの構成

日程 単 元 単元の狙い

２．ＩＴＣ役割とＩＴＣガイドライン

１．コース進行説明
①「ＩＴＣの役割とＩＴＣガイドラインの

意味を理解する」
②「共通能力の考え方と主要メソドロ

ジー概要を理解する」
３．共通能力と主要メソドロジー

４．経営戦略策定フェーズ主要メソドロジー

５．IT戦略策定フェーズ主要メソドロジー

６．IT資源調達フェーズ主要メソドロジー
「５つのフェーズの基本原則と関連
する主要メソドロジーを理解する」

・５つのフェーズの 基本原則

・５つのフェーズで 使用されるメソド
ロジー概要

７．IT導入フェーズ主要メソドロジー

８．ITサービス活用フェーズ主要メソドロジー

まとめ

１日目

２日目
１０．ITC模擬試験

１１．ITC模擬試験の解答解説

試験対策学習の指導とまとめ

①知識型問題による知識体系
の整理

②判断型問題によるITCとしての
考え方の習得

単 元

10:00－10:40

9:30－10:00

10:40－12:00

13:00－14:10

14:20－15:35

15:45－16:25

1635－17:15

9:30－10:00

12:30－14:15

14:25－16:00

16:00－17:15

９．最近の一般知識テーマ

10:00－10:40

10:50－11:30
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テキストの構成

第1章 ITCの役割とITCプロセスフロー

第2章 共通能力と主要メソドロジー

第3章 経営戦略策定フェーズと主要メソドロジー

第4章 IT戦略策定フェーズと主要メソドロジー

第5章 IT資源調達策定フェーズと主要メソドロジー

第6章 IT導入フェーズと主要メソドロジー

第7章 ITサービス活用フェーズと主要メソドロジー

第8章 最近の一般知識テーマ
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第１章 ＩＴＣの役割とＩＴＣガイドライン

章の目標

ＩＴＣの役割とＩＴＣプロセスフローの意味を理解する
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章の概要

１．１．ITコーディネータの背景とその役割

１．２．ITCプロセスフロー
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1.1 ITコーディネータの背景とその役割

1.1.1 ITCの背景

1.1.2 ITCの役割

1.1.3 ITCプロセスと知識エリア
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•経営環境の劇的変化により日本の産業構造自体の変化を
余儀なくされている。特に、情報技術（ＩＴ）がビジネスの
あり方そのものを大きく変え始めている。また、ｅビジネスの
進展により我国における経済優位を劣化させる危機をはら
んできている。

•そのために、国の政策として我国の経済基盤を支えている
中堅・中小企業の戦略的情報化を図り、国際的な競争力を
維持することが必要になってきた。

•e-Japan戦略が2005年の世界最先端のＩＴ国家づくりに向け
て始動。

2000年現在

1.1.1 ITCの背景

（１）２０００年の日本の経済力の認識（経済産業省）
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情報化投資規模はアメリカに次ぎ世界第2位だが
国際競争力（経営）は

第1位（１９９１～４年）から第２４位（２０００年）へ

現状

「失われた１０年」の経営環境の変化

 経営戦略が重要な時代

 プロセスの継続的再編成が必須

経営戦略に対応した
柔軟な情報システムの構築

IT化対応の変化

情報技術で何ができるか
＝テクノロジーアウトシステム

経営が何を欲しているのか
＝マネジメントプロセスシステム

（フレキシブルインテグレーション システム）

マーケットイン

1.1.1 ITCの背景

（２）情報戦略策定の課題？（環境の変化）

IMD: International ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｆｏｒ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ
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1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

①国 内 経済 力 2 6 5 6 15 29 6

②国 際 性 9 12 14 32 24 21 27

③政 府 17 19 21 28 27 23 22

④金 融 2 2 2 5 23 25 22

⑤社 会 基盤 24 27 26 20 21 20 21

⑥ 経 営 1 2 2 7 24 26 24

⑦科 学 と技 術 2 2 2 2 2 2 2

⑧国 民 2 1 4 11 11 13 20
出 典 ：　IMD

ｃｆ：４７ヶ国地 域 を評 価

経営者能力：３９

ITスキル：３４

柔軟性、適応性：３７

競争力トップ３：米国（1位）、シンガポール（2位）、フィンランド（3位）

ここはいつも後追い

1.1.1 ITCの背景

（３）IMDによる日本の国際競争力
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経営戦略と情報技術とのミスマッチ
経営者のＩＴ知識不足／経営者支援人材の不足
経営戦略とシステム実装の分離進行
ＩＴ投資が経営に生かされているかの評価が出来ない
システムの陳腐化（グローバル／新モデル対処）

現状ＩＴ化課題

情報戦略を策定できる人材の育成
経営戦略から情報戦略できる人
情報戦略を業務プロセスと情報システムに変換できる人
システム運用時の的確な評価指標を作りこめる人

対応策

経営戦略目的適合性のシステム
（経営戦略と情報戦略が一致）

目標

（出典：情報サービス産業白書２００１年版）

1.1.1 ITCの背景

（４）情報戦略策定の課題？（課題への対処）
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Ｉ Ｔコーディネータは、ＣＳＯ（Ch i e f S t r a t e g i c O f f i c e r ）の戦略的

情 報 化 ビ ジ ョ ン の 策 定 を 支 援 し 、 戦 略 的 情 報 化 ビ ジ ョ ン に 基

づ く 情 報 シ ス テ ム の 企 画 お よ び 調 達 を 行 い 、 シ ス テ ム イ ン テ

グ レ ー タ 等 が シ ス テ ム 構 築 を 実 施 す る 場 合 に も ア ド バ イ ザ ー

的 に 働 き 、 ま た 監 理 し 、 こ れ が 無 事 に 稼 動 す る ま で 一 貫 し て

関 与 し 続 け る よ う な 経 営 戦 略 と 情 報 シ ス テ ム を つ な ぐ こ と を

行う人材である。

経済産業省 産業構造審議会の中間報告（１９９９年６月）

（１）ＩＴコーディネータの定義

1.1.2 ITCの役割
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企業が競争優位性構築を目的に、ＩＴ（情報技術）戦略の
策定・実行をコントロールし、あるべき方向へ導く

組織能力

平成１１年通商産業省

1.1.2 ITCの役割

（２）ITガバナンス

「準拠すべき優れた実践方法（手法）を収集、整理し、
これを仕組みとして定着させることによって、企業における
ITが確実にビジネス目標をサポートできるようにするもの」

COBITマネジメントガイドライン第4版
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1.1.2 ITCの役割

①
経

営

戦

略

経営戦略実行

②
I
T
戦
略
策
定

プロセス＆プロジェクトマネジメント
コミュニケーション

活動のモニタリング＆コントロール
成
果
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

③
I
T
資
源
調
達

④
I
T
導
入

⑤
I
T
サ
｜
ビ
ス
活
用

出典：ＩＴＣガイドライン

（３）ITガバナンスの態勢（ITと業務の橋渡し）

16 ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved

出典：ITC資格認定ガイドライン

情報システム開発
に関する知識の欠如

経営に関する
知識の欠如

ITユーザ ITベンダ

非効率な情報化投資

経営 IT

ＩＴＣ

ITCはITユーザとITベンダの双方に通じ、経営者の立場に立って
経営とITを橋渡しする。

1.1.2 ITCの役割

（４）ITコーディネータとは
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企

業

経営戦略支援

IT戦略策定支援

IT資源調達支援

IT導入支援

ITサービス
活用支援

経営
コンサルタント

I
T
コ
｜
デ
ィ
ネ
｜
タ

システム
アナリスト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ

アプリケーション
エンジニア

テクニカル
エンジニア

テクニカルエンジニア
（システム管理）

シ
ス
テ
ム
監
査
技
術
者

出典：ＩＴＣガイドライン

1.1.2 ITCの役割

（５）ITCの具体的役割と人材像

18 ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved

1.1.3 ITCプロセスと知識エリア

（１）経営計画策定プロセス

経
営
戦
略
へ
の
展
開 経営戦略

経営ビジョン

企業理念

ＩＴ実装

IT戦略経営改革方針

経営プロセス改革

経営活動のマネジメント

経
営
成
熟
度

Ｉ
Ｔ
成
熟
度
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1.1.3 ITCプロセスと知識エリア

ITCプロセスの共通知識エリア
・ITC共通知識の基本原則
・プロセス＆プロジェクトマネージメント

（PMBOK）
・コミュニケーション
・モニタリング＆コントロール

（BSC、KGI／KPI）

ITCプロセスのメソドロジー知識エリア
・経営成熟度（簡易アセスメント）
・SWOT分析、バランススコアカード
・インフルエンスダイアグラム
・リスクとセキュリティマネジメント（ISMS、個人情報他）
・財務マネジメント（B.E.P、DCF他）
・ITガバナンス（COBIT３）
・EAモデル
・ビジネスプロセスモデル（APQC、DMM、DFD ）
・情報モデル（UML、ERD）
・ＩＴ成熟度モデル（COBIT３）

ITCプロセスの知識エリア
・ITCプロセスの基本原則
・経営戦略フェーズ
・IT戦略策定フェーズ
・IT資源調達フェーズ

・IT導入フェーズ

・ITサービス活用フェーズ

（２）ITCプロセスの知識エリア

経
営
戦
略
へ
の
展
開 経営戦略

経営ビジョン

企業理念

ＩＴ実装

IT戦略経営改革方針

経営プロセス改革

経営活動のマネジメント

経
営
成
熟
度

Ｉ
Ｔ
成
熟
度
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1.２. ITCプロセスフロー

1.2.1 ITCプロセスと活動フェーズ

1.2.2 ITCプロセス全体フロー

1.2.3 ITCプロセスと成果物

1.2.4 政府のITC活用支援施策
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1.2.1 ITCプロセスと活動フェーズ

①
経

営

戦

略

経営戦略実行

②
I
T
戦
略
策
定

プロセス＆プロジェクトマネジメント
コミュニケーション

活動のモニタリング＆コントロール
成
果
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

③
I
T
資
源
調
達

④
I
T
導
入

⑤
I
T
サ
｜
ビ
ス
活
用

５
つ
の
フ
ェ
ー
ズ

共
通
機
能

出典：ＩＴＣガイドライン
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1.2.2 ITCプロセス全体フロー

経営戦略

IT戦略策定プロセス改革
課題の明確化

経
営
戦
略
実
行
プ
ロ
セ
ス

Ｉ
Ｔ
化
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

IT資源調達

IT導入

ITサービス活用
（プロジェクト完遂）

プロセス改革
の実行

プロセス改革
の評価

IT領域戦略課題

各組織戦略実行計画書

ITサービス活用
（継続的維持・改善・改革）

プロジェクト組織での経
営戦略実行

各組織での
経営戦略実行

定常業務

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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1.2.3 ITCプロセスと成果物

Ⅰ．経営戦略企画書、新ビジネスモデル、
ＩＴ領域戦略課題、各組織戦略実行計画書
などの作成と承認

Ⅱ．ＩＴ戦略企画書、業務プロセス改革方針、
ＩＴ戦略実行計画書などの作成と承認

プ
ロ
セ
ス
＆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

Ⅰ．経営戦略フェーズ

Ⅱ．IT戦略策定フェーズ

Ⅲ．IT資源調達フェーズ

Ⅳ．IT導入フェーズ

Ⅴ．ITサービス活用フェーズ

Ⅲ．ＩＴ導入計画書、IT導入プロジェクト体制、
RFP／RFIなどの承認

Ⅳ．ＩＴ導入実行計画書の作成と
その実施とIT導入評価報告書報告承認

Ⅴ．ＩＴ戦略達成度評価報告書、
業務プロセス改革提案書の作成と承認

成果物活動ITCプロセスフェーズ共通活動

出典：ＩＴＣガイドライン

◆ITCプロセス

ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved
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1.2.3 ITCプロセスと成果物

◆エンタープライズシステムのステップ

経営戦略策定

ビジネス要求

ビジネスプロセス改善要求

IT系プロセス

情報システム

人間系プロセス

目標、事業ビジョン

ビジネスモデル

システム化要求

ビジネスプロセスモデル

IT化目標

アプリケーションシステム
＆IT環境

ビジネスプロセス目標

戦略目標
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出典： ITコーディネータ資格認定ガイドライン

ITユーザ企業 ITC

金融機関

リース業界 損保業界

その他各種業界

税理士会

公認会計士
協会

中小企業診断
協会

その他各種団体

連携

中小企業支援センター
中小企業総合事業団

政府系中小企業金融機関

ITコーディネータ協会
・斡旋、紹介機能

政 府

取
引
関
係

1.2.４ 政府のITC活用支援施策
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章の試験ポイント

◆ITコーディネータの背景とその役割

ITCの背景（P9)／ITCの役割（P13)／ITCとは（P16)／ITCのサービスイメージ（P1７)

◆ITCプロセスフロー

ITCプロセスと活動フェーズ（P２１)／ITCプロセスと共通能力（P22、23)

ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved
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第2章 共通能力と主要メソドロジー

章の目標
ITCの共通能力の考え方と主要メソドロジーとの関連を理解する
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章の概要

２．１．コミュニケーション

２．２．プロセス＆プロジェクトマネジメント

２．３．モニタリング＆コントロール

ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved
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2.1. コミュニケーション

2.1.1 コミュニケーションの基本原則

2.1.2 コミュニケーションの構造

2.1.3 プロジェクトコミュニケーション・マネジメント

2.1.4 プロジェクト コミュニケーション５つの能力
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2.1.1 コミュニケーションの基本原則

１．効果的コミュニケーション・スキルの原則：
コミュニケーションの要素を理解し、傾聴、メディア、客観性を持ち良好な
関係を形成する効果的なコミュニケーションスキルを向上する

２．コミュニケーション・スタイルの原則：
おかれた状況、状態における相手の思考スタイル、タイプを理解し、それ
に対応したコミュニケーション・スタイルをとることで適切なコミュニケーショ
ンが図れる

４．集団意思決定とリーダーシップの原則：
日本人の意思決定は「場の空気」に流れ易い。正しい意思決定のために
はコミュニケーションの論理性と創造的で革新的志向のリーダーシップが
求められる

３．コミュニケーション・モデルの原則：
相互の知識、情報、認識、能力レベルによってコミュニケーション成立のパ
ターンが異なる。これらの状況・状態に合わせたインタラクション・モデル
を活用する

出典：ITC協会資料（一部加筆）

５．リーダーシップ・スタイルの原則：
コミュニケーションのリーダーシップのスタイル（状況に応じたリーダーシッ
プ／目的に応じたリーダーシップ）を意識してソリューションプロセスを効果
的に構築する
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2.1.2 コミュニケーションの構造

ITサービス活用

プロジェクトの完了

交渉計画―＞関係形成―＞合意形成―＞関係維持

IT戦略策定

IT資源調達

IT導入

経営戦略

インタラクションモデルプロジェクトの立上げ

問
題
解
決
の
相
互
学
習
能
力
を
高
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
の
基
本
原
則

合意形成プロセスモデル
プロジェクト全体計画

交渉計画―＞関係形成―＞合意形成―＞関係維持

交渉計画―＞関係形成―＞合意形成―＞関係維持

交渉計画―＞関係形成―＞合意形成―＞関係維持

交渉計画―＞関係形成―＞合意形成―＞関係維持

コミュニケーションプロセス

（１）コミュニケーションの要件
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2.1.2 コミュニケーションの構造

メタ・フレーム「ＰＲＡＭ］

「ＰＲＡＭ］の繰り返し

１．全体のプランニング：Ｐｌａｎｎｉｎｎｇ
自分の目的・目標と相手の目的・目標を整理し、

不一致領域の交渉計画を作成する

２．リレーションの計画と形成：Ｒｅｌａｔｉｏｎ
親密度に応じた対応により考え方および価値観・思想

の共有化を図ることで信頼を高め、
関係形成を図る

３．アグリーメント：Ａｇｒｅｅｍｅｎｔ
不一致領域の合意形成を図るために対話内容
だけでなく、対話プロセスを明示し、解決策の

提案・調整を進める

４．関係のメンテナンス：Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ
合意内容の見直し確認を行い、構築した

関係維持の計画･対処を行う

（１）不確かさの検討・確認

（２）不確かさの共有・理解
ダイアローグ

お互いが理解を深めるために
仮説を提示し合う意見交換

ダイアローグ・デシジョン・
プロセス（ＤＤＰ）

（３）相互の仮説提示
多様な視点を浮き彫り
にする

（４）相互作用による明確化
問題の掘り下げ

（５）相互作用による創造
新たな考え方の発見

（２）インタラクションモデル
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プロジェクト全体計画

ITサービス活用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

セ
ス

プロジェクトマネジメントプロセス

プロジェクトの完了

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

IT戦略策定

IT資源調達

IT導入

経営戦略

プ
ロ
セ
ス
＆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

プロジェクト・コミュニケーション

コミュニケーション計画コミュニケーションプロセス

モニタリング＆コントロール

モニタリング コントロール

成
果
報
告
プ
ロ
セ
ス

評価

是
正

2.1.2 コミュニケーションの構造

（３）プロジェクトコミュニケーションの位置づけ
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2.1.3 プロジェクトコミュニケーション・マネジメント

（１）プロジェクトコミュニケーションの構造

１．遂行のためのスキーム
（１）コミュニケーション計画

プロジェクトを円滑に遂行するために定めなければならない全ての情報交換
のしくみとして、ステイクホルダー毎の内容、会議体、会議サイクル、コミュニケー
ション媒体の計画

（２）コミュニケーションマネジメント計画
プロジェクトのプロジェクトマネジメントプロセスに対し、タイムリーかつ適切な
プロジェクト情報の生成、収集、配信、蓄積、廃棄の５つのプロセスを遂行する
ためのコミュニケーションマネジメント要件の計画

（３）情報マネジメントシステムの制定
コミュニケーションマネジメントのプロセスを遂行するための情報共有や
情報発信等の情報システム仕組みの制定

２．コミュニケーション ５つの能力
・リーダーシップ
・プレゼンテーション
・ドキュメンテーション
・ネゴシエーション
・ディスカッション

３．コミュニケーション
マネジメント ４つのプロセス
・コミュニケーション計画プロセス
・情報提供プロセス
・成果報告プロセス
・完了手続きのプロセス
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スキル種別 求められる能力

１．リーダーシップの
ための

コミュニケーション

２．ドキュメン
テーション

３．ディスカッション

・事実に焦点を当てて話す
・相手の自信と自尊心を尊重する
・周囲との建設的な関係を大切にする
・改革／改善のためにイニシアティブを取る
・自ら実践して模範を示す
・建設的なフィードバックを行う
・影響力を発揮する
・葛藤の解消
・感情的態度への対処

・文は短く（１文は４０～５０文字、長さの限界は８０文字）、絵を使う
・要約化し、１文１項目にまとめる
・表題見出しは１５文字以下
・あいまいな表現や価値観の入った言葉は避ける
・文体は統一して書く

・参画意識を持ち、目的に添った討議を行う
・相手の意見の明確化と確認、建設的批判
・アイデアの検索プロセス（より良い聞き手となる）
・意見の相違への対処と賞賛の手法
・建設的主張（素直な表現、相手の尊重、一貫した表現）

2.1.4 プロジェクト コミュニケーション５つの能力

その１
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スキル種別 求められる能力

４．プレゼンテーション

５．ネゴシエーション

・明確な目的の設定：対象の明確化と目的の設定
・全体の構成：ダイヤモンドスタイル配分による序論、本論、結論の構成
・本論での対象とする意の明確化、目的までの展開
・聴衆のニーズを分析する：経済性、効率、名誉、リスク回避、権力 等
・序論で「オヤッ」と思わせる【身近な話題】を用いる
・ビジュアルエイズの活用
・まとめで板書を入れて
・演壇技術：前を見て、目を見て、問い掛けて、常に反応を見る。

・戦略に基づく行動：情報分析、情報の体系化、アプローチ法など
・合意への到達：交渉の目的、状況説明、制約の確認、アイデアの選択
・結果の定着：同意書の署名、実行のモニタリング、結果の評価
・ダイアローグの実践：状況把握を行いアイデアや情報を提供する

2.1.4 プロジェクト コミュニケーション５つの能力

その２
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2.2 プロセス＆プロジェクトマネジメント

2.2.1 プロセス＆プロジェクトマネジメントの基本原則

2.2.2 PMBOK9つの知識エリア

2.2.3 ITCプロジェクトマネジメントとPMBOKの関係

2.2.4 プロセス＆プロジェクトマネジメントのプロセス

2.2.5 9つの知識エリアの主要メソドロジー

参考資料：PMBOK詳細マップ
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2.2.1 プロセス＆プロジェクトマネジメントの基本原則

１．全体整合の原則：
経営戦略およびＩＴ戦略を正確に把握し、マネジメント対象全てと整合性を
持った計画を策定し、実施する

２．実施条件バランスの原則：
企業の体力、経営やIT成熟度を考慮し、バランスの取れた無理のない
実現可能な計画と実施が必要である

４．可視化と統制の原則：
運営において、戦略および計画段階で目標と成功への道筋をステークホ
ルダーへ明確にし、実施状況を可視化し共有した統制を可能とする

３．実行可能な組織の原則：
プロセスおよびプロジェクトの目的を達成するためのスキル、スケジュール
、コスト等の条件を満たす内外部資源活用などによる最適な実施体制を
くむ

出典：ITC協会資料（一部加筆）

（１）基本原則
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2.2.1 プロセス＆プロジェクトマネジメントの基本原則

プロジェクト全体計画

ITサービス活用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス

プロジェクトマネジメントプロセス

プロジェクトの完了

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

IT戦略策定

IT資源調達

IT導入

経営戦略

プ
ロ
セ
ス
＆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コミュニケーション

コミュニケーション計画コミュニケーションプロセス

モニタリング＆コントロール

モニタリング コントロール

成
果
報
告
プ
ロ
セ
ス

評価

是
正

（２）プロセス＆プロジェクトマネジメントの位置づけ
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プロジェクトとは：
「独自の製品またはサービスを創出する有期限の活動」

プロジェクトマネジメントとは：
「プロジェクトに対するステークホルダーのニーズや

期待を満足させ、さらにはそれ以上の成果を上げる
ために、知識、ツール、技法をプロジェクト活動に適用
すること」

プロジェクトマネジメントにおけるマネジメントプロセス：
立上げ－＞計画－＞実行－＞監視コントロール－＞終結

2.2.2 PMBOK9つの知識エリア

（１）プロジェクトマネジメントの定義
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2.2.2 PMBOK9つの知識エリア

立ち上げの立ち上げの
プロセスプロセス

計画プロセス計画プロセス

監視コントロール監視コントロール
プロセスプロセス

実行実行
プロセスプロセス

終結終結
プロセスプロセス

出典：プロジェクトマネジメントの知識体系ガイド プロジェクトマネジメント協会

（２）プロジェクトマネジメントのプロセス
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2.2.2 PMBOK９つの知識エリア

５． プロジェクト・
スコープ・

マネジメント

5.1スコープ計画
5.2スコープ定義
5.3WBS作成
5.4スコープ検証
5.5スコープ・

コントロール

６．プロジェクト・
タイム・

マネジメント
6.1アクティビティ定義
6.2アクティビティ

順序設定
6.3アクティビティ

資源見積り
6.4アクティビティ

所要期間見積り
6.5スケジュール作成
6.6スケジュール・

コントロール

７．プロジェクト・
コスト・

マネジメント

7.1コスト見積り
7.2コストの予算化
7.3コスト・コントロール

８．プロジェクト
品質

マネジメント

8.1品質計画
8.2品質保証
8.3品質管理

９． プロジェクト
人的資源

マネジメント
9.1人的資源計画
9.2プロジェクト・チーム

編成
9.3プロジェクト・チーム

育成
9.4プロジェクト・チーム

のマネジメント

１０．プロジェクト・
コミュニケーション・

マネジメント
10.3コミュニケーション

計画
10.2情報配布
10.3実績報告
10.4ステークホルダー

・マネジメント

１１．プロジェクト
リスク

マネジメント

11.1ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画
11.2リスク識別
11.3定性的リスク分析
11.4定量的リスク分析
11.5リスク対応計画
11.6リスクの監視

コントロール

１２．プロジェクト
調達

マネジメント

12.1購入・取得計画
12.2契約計画
12.3納入者回答依頼
12.4納入者選定
12.5契約管理
12.6契約終結

４．プロジェクト統合
マネジメント

4.1プロジェクト憲章作成
4.2プロジェクトスコープ

記述書暫定版作成
4.3プロジェクトマネジメント

計画書作成
4.4プロジェクト実行の

指揮・マネジメント
4.5プロジェクト作業の

監視コントロール
4.6統合変更管理
4.7プロジェクト終結

出典：プロジェクトマネジメントの知識体系ガイド第3版 PMI

（３）PMBOKの知識エリア
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調達マネジメント

コミュニケーション
ネジメント

その他
７つの知識

エリア

コミュニケーションマネジメント

コミュニケーション計画コミュニケーションプロセス

モニタリング／コントロール

モニタリング コントロール

成
果
報
告
プ
ロ
セ
ス

評価

是
正

ＰＭＢＯＫ

IT資源調達
フェーズ

2.2.3 ITCプロジェクトマネジメントとPMBOKの関係

プロジェクト全体計画

ITサービス活用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス

プロジェクトマネジメントプロセス

プロジェクトの完了

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

IT戦略策定

IT資源調達

IT導入

経営戦略

プ
ロ
セ
ス
＆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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2.2.4 プロセス＆プロジェクトマネジメントのプロセス

プロセス 概要

２．主要プロセスの改革課題
のプロジェクト化

３．プロジェクトの立ち上げ

４．プロジェクトの実行計画策定

５．プロジェクトの実行

６．プロジェクトの統制

７．プロジェクトの完了

１．経営環境分析とプロセス評価

抽出プロセス課題から経営戦略実行に必要な主要プロセス課題

を定義し、プロジェクトとして実行するための目的と期限を定める

プロジェクトの経営戦略中の位置づけと前提・制約条件を確認し、
プロジェクト体制の確立とプロジェクト基本計画者（マスター
スケジュール）を策定する

プロジェクト基本計画書の詳細化を行う。
・プロジェクト実行のマネジメント計画を作る

スコープ・マネジメント/コスト/コミュニケーション
・管理可能な作業（ＣＡ）に作業を分解し可視化する
・作業を実施する内外資源を含めた組織を作る
・品質基準を明確にし、達成するための運用を計画
・リスクの特定と優先度付けを行う

・プロジェクト作業実行のための期間とコストを概算

プロジェクトの実行計画書に基づき、実行組織を作り、成果物作業

に入る。外部調達は調達基準に則りＩＴベンダーを選定する

プロジェクトの実行計画に対する実績報告をステイクホルダーに
対して行い、変更管理が要求されるもの、ＩＴベンダー契約の変更
が必要なものを判別し、対処する

経営戦略目標、業績達成度（ＩＴ化目標含み）達成度を確認し、

成果物の検収とプロジェクトの完了処理を行う

経営戦略企画書と各組織戦略実行計画書を基にプロセス
マネジメントの視点でプロセスの改善・改革課題を抽出する

プ
ロ
セ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（１）プロセスの概要
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2.2.4 プロセス＆プロジェクトマネジメントのプロセス

メソドロジー

・ＰＭＢＯＫ
（ＷＢＳ、ＰＥＲＴ、ＥＶＭ、

リスクマネジメント）

・ＰＭＢＯＫ

成果物

・プロセス改革実行計画書
（含 IT領域戦略課題）

・プロジェクト基本計画書

・プロジェクト実行計画書

・プロジェクトの実行記録

・ＰＭＢＯＫ

・ＡＰＱＣ
・ビジネスプロセスモデル
・情報モデル
・ＰＭＢＯＫ

・経営戦略企画書
・各組織戦略実行計画書

（含 IT領域戦略課題）

２．主要プロセスの改革課題のプロジェクト化
①プロセスの主要改革課題の明確化
②プロセス改革課題のプロジェクト化

３．プロジェクトの立ち上げ
①プロジェクトの経営戦略上の位置づけの確認
②プロジェクト実行体制の確立
③プロジェクト基本計画の作成

４．プロジェクトの実行計画策定
①プロジェクトマネジメント計画作成
②作業実行計画作成
③実行組織計画作成
④品質計画作成
⑤リスクマネジメント計画作成
⑥見積り実施

５．プロジェクトの実行
①指示と実行
②チーム・マネジメント
③調達マネジメント

６．プロジェクトの統制
①実績マネジメント
②変更マネジメント
③契約マネジメント

７．プロジェクトの完了
①経営戦略目標・業績達成目標の達成度確認
②プロジェクトの完了処理
③契約完了処理

１．経営環境分析とプロセス評価
①プロセスマネジメントの視点の明確化
②プロセスの評価

・プロジェクトモニタリング＆コント
ロール報告書

・プロジェクト完了報告書

・ＰＭＢＯＫ（ＥＶＭ、変更管理）

･バランススコアカード
・ＩＴ成熟度
・ＰＭＢＯＫ（ＥＶＭ、変更管理）

（２）プロセスの成果物とメソドロジー



6
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参考資料：PMBOK詳細マップ
知識エリア 構成プロセス

6．プロジェクト・タイム
・マネジメント

① プロジェクト憲章策定

4．プロジェクト統合
マネジメント

②プロジェクトスコープ記述書
暫定版作成

5．プロジェクト・

スコープ・マネジメント

プロジェクト憲章（目的、対象、体制）

プロジェクトスコープ記述書暫定版

成果物目的（ツール）

他の８つの知識エリアの活動
を識別、定義、結合、統一、調整等

に必要な知識。
（プロジェクト憲章、WBS)

③プロジェクトマネジメン
ト計画書作成

プロジェクトの目標、範囲の定義、計画、
成果物検証、そしてスコープの

変更管理する知識。
（WBS）

③WBS作成 プロジェクト成果物の機能定義書

①スコープ計画 スコープ記述書（機能WBS)

②スコープ定義 スコープ記述書のQ,C,Tの定義書、

④スコープの検証 スコープ記述書の実施結果の検証

⑤スコープコントロール スコープ変更、是正策、教訓

スコープ定義された成果物を作成
するための作業定義、スケジュール

作成、そして管理する知識。
（WBS、PDM法/ADM法、

ガントチャート）

①アクティビテぃ定義 成果物毎のWBS（作業－成果物）

②アクティビティ順序設定 作業順序

④アクティビティ所要機関
の見積り

作業工数による所要時間

⑤スケジュール作成 スケジュール、マネジメント計画表

⑥スケジュールコントロール 進捗管理、変更要求書、是正策

(注）目的（ツール）欄の（記述）表示は使用ツールの記述 出典：プロジェクトマネジメントの知識体系ガイド第3版 PMI

④プロジェクト実行の指揮・
マネジメント

⑤プロジェクト作業の
監視コンとロース

⑥統合変更管理

⑦プロジェクト終結

プロジェクトマネジメント計画書

プロジェクト実施結果

差異分析結果、是正措置

変更要求統制

プロジェクト検収書

③アクティビティ資源見積り 作業毎WBS（成果物、工数）への資源割当

その１
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参考資料：PMBOK詳細マップ

知識エリア 構成プロセス

7．プロジェクト・
コスト・

マネジメント

成果物目的（ツール）

プロジェクトを遂行するための必要資
源量を決め、プロジェクト予算の計画

とその予実管理を行う知識。
（WBS、EVMS）

①コスト見積り
・作業計画工数のコスト見積書
・コストマネジメント計画書

②コウトの予算化 ベースライン（計画予算累積線）

③コストコントロール プロジェクト予算に対する変更管理

(注）目的（ツール）欄の（記述）表示は使用ツールの記述
出典：プロジェクトマネジメントの知識体系ガイド第3版 PMI

9．プロジェクト・
人的資源・
マネジメント

プロジェクトを遂行する組織化、要員
調達、プロジェクトチーム育成の知識。
（組織分担表、リソースヒストグラム）

②プロジェクトチーム編成 プロジェクト遂行要員の割当

③プロジェクトチーム育成 プロジェクト成果向上のためのスキル育成

④プロジェクト・チームの
マネジメント

計画変更、是正措置、予防措置、教訓

10．プロジェクト・
コミュニケーション・

マネジメント

8．プロジェクト・品質
マネジメント

品質を確保する基準と品質保証
プロセスを策定し、管理する知識。

（プロセスフローチャート、パレート図）

①品質計画 品質管理のための仕組みと基準を設定

②品質保証 品質基準としくみによる定期的な品質評価

③品質管理 品質計画との差異の監視と是正

プロジェクトを効果的に遂行する上での
プロジェクトに関連する情報とそのコミュ
ニケーションのプロセスを管理する知識。

（ステークホルダー分析、情報共有
システム、EVMS、プレゼンテーション）

①コミュニケーション計画 ステイクホルダー毎の会議体、内容、周期、媒体

②情報配布 プロジェクト進捗報告、記録

③実績報告 実績報告、差異分析

④ステイクホルダー・
マネジメント

解決済課題、承認済変更要求/是正措置、
プロジェクトマネジメント計画書（更新版）

①人的資源計画 プロジェクトの役割、責任、報告先と要員配置

その２
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参考資料：PMBOK詳細マップ

知識エリア 構成プロセス 成果物目的

11．プロジェクト・
リスク・

マネジメント

リスクの特定、定量化、対策実施、
管理を行うための知識。
（デシジョンツリー分析、

リスクの3要件）

②リスク識別 情報資産ごとの脅威の特定

③④リスクの定量化 情報資産価値とリスクの定性、定量化判定

⑤リスク対応計画 脆弱性への対処。リスクマネジメント計画書

⑥リスクの監視・コントロール リスクマネジメント計画目標の監視と是正策

12．プロジェクト・
調達マネジメント 出典：ITC協会資料（一部加筆）

プロジェクト・スコープを達成する目的で
、チームの外部から物品やサービスを

購入または取得するための知識。
（RFI／RFP、CMMI、
選定基準、契約方式）

①購入・取得計画 調達マネジメント計画書、契約作業範囲記述書

②契約計画 RFP、評価基準

④納入者選定 選定納入者、契約

出典：ITC協会資料（一部加筆）

改更書簡、契約変更、支払要求

⑥契約集結 契約文書保管、公式受け入れと集結

①リスクマネジメント計画 リスク・マネジメント取り組みと計画

出典：プロジェクトマネジメントの知識体系ガイド第3版 PMI
(注）目的（ツール）欄の（記述）表示は使用ツールの記述

提案書

⑥契約管理

③納入者回答依頼

その３
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2.2.5 9つの知識エリアの主要メソドロジー

（１）プロジェクト憲章

（２）機能WBS

（３）作業WBS

（４）ネットワークロジック図

（５）PERT/CPM

（６）EVMS

（７）プロセスチャート

（８）パレート図

（９）ヒストグラム＆組織分担表

（１０）リスクの分類

（１１）ディシジョン・ツリー分析
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参考資料：PMBOK詳細マップ
知識エリア 構成プロセス

6．プロジェクト・タイム・
マネジメント

① プロジェクト憲章策定

4．プロジェクト統合
マネジメント

②プロジェクトスコープ記述書
暫定版作成

5．プロジェクト・

スコープ・マネジメント

プロジェクト憲章（目的、対象、体制）

プロジェクトスコープ記述書暫定版

成果物目的（ツール）

他の8他の８つの知識エリアの活動
を識別、定義、結合、統一、調整等

に必要な知識。
（プロジェクト憲章、WBS)）

③プロジェクトマネジメン
ト計画書作成

プロジェクトの目標、範囲の定義、
計画、成果物検証、そしてスコープ

の変更管理する知識。
（WBS）

③WBS作成 プロジェクト成果物の機能定義書

①スコープ計画 スコープ記述書（機能WBS)

②スコープ定義 スコープ記述書のQ,C,Tの定義書、

④スコープの検証 スコープ記述書の実施結果の検証

⑤スコープコントロール スコープ変更、是正策、教訓

スコープ定義された成果物を作成
するための作業定義、スケジュール

作成、そして管理する知識。
（WBS、PDM法/ADM法、

ガントチャート）

①アクティビテぃ定義 成果物毎のWBS（作業－成果物）

②アクティビティ順序設定 作業順序

④アクティビティ所要機関
の見積り

作業工数による所要時間

⑤スケジュール作成 スケジュール、マネジメント計画表

⑥スケジュールコントロール 進捗管理、変更要求書、是正策

(注）目的（ツール）欄の（記述）表示は使用ツールの記述 出典：プロジェクトマネジメントの知識体系ガイド第3版 PMI

④プロジェクト実行の指揮・
マネジメント

⑤プロジェクト作業の
監視コンとロース

⑥統合変更管理

⑦プロジェクト終結

プロジェクトマネジメント計画書

プロジェクト実施結果

差異分析結果、是正措置

変更要求統制

プロジェクト検収書

③アクティビティ資源見積り 作業毎WBS（成果物、工数）への資源割当
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（１） プロジェクト憲章（例）

プロジェクト
の目的

スポンサー名 所属部署 役職名 Mail-address所属部門

目的

要望

成果物

システム化範囲
と

制約、前提条件

開始日 システム稼動日 プロジェクト終了日

システム化
範囲

制約・前提

主要体制

構成 氏名 参入可能日 現在役職 Mail-address
PM

メンバー

メンバー

その他
留意事項

プロジェクト承認 所属部門所属部門 署名 署名日付 日付

役割

要約予算
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（２）機能ＷＢＳ （Ｗｏｒｋ Ｂｒｅａｋｄｏｗｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）

プロジェクト

システム－１

システム－２

システム－３

機能－１ サブ機能－１

機能－２

機能－３

サブ機能－１

サブ機能－１

要件
書１

要件
書２

要件
書３

成果物

出典：「ITコーディネータ IT経営の最新知識」改訂版 アスキー
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参考資料：PMBOK詳細マップ
知識エリア 構成プロセス

6．プロジェクト・タイム
・マネジメント

① プロジェクト憲章策定

4．プロジェクト統合
マネジメント

②プロジェクトスコープ記述書
暫定版作成

5．プロジェクト・

スコープ・マネジメント

プロジェクト憲章（目的、対象、体制）

プロジェクトスコープ記述書暫定版

成果物目的（ツール）

他の8他の８つの知識エリアの活動
を識別、定義、結合、統一、調整等

に必要な知識。
（プロジェクト憲章、WBS)）

③プロジェクトマネジメン
ト計画書作成

プロジェクトの目標、範囲の定義、
計画、成果物検証、そしてスコープ

の変更管理する知識。
（WBS）

③WBS作成 プロジェクト成果物の機能定義書

①スコープ計画 スコープ記述書（機能WBS)

②スコープ定義 スコープ記述書のQ,C,Tの定義書、

④スコープの検証 スコープ記述書の実施結果の検証

⑤スコープコントロール スコープ変更、是正策、教訓

スコープ定義された成果物を作成
するための作業定義、スケジュール

作成、そして管理する知識。
（WBS、PDM法/ADM法、

ガントチャート）

①アクティビティ定義 成果物毎のWBS（作業－成果物）

②アクティビティ順序設定 作業順序

④アクティビティ所要機関
の見積り

作業工数による所要時間

⑤スケジュール作成 スケジュール、マネジメント計画表

⑥スケジュールコントロール 進捗管理、変更要求書、是正策

(注）目的（ツール）欄の（記述）表示は使用ツールの記述 出典：プロジェクトマネジメントの知識体系ガイド第3版 PMI

④プロジェクト実行の指揮・
マネジメント

⑤プロジェクト作業の
監視コンとロース

⑥統合変更管理

⑦プロジェクト終結

プロジェクトマネジメント計画書

プロジェクト実施結果

差異分析結果、是正措置

変更要求統制

プロジェクト検収書

③アクティビティ資源見積り 作業毎WBS（成果物、工数）への資源割当
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プロジェクト

計画

要件定義

基本設計

詳細設計

開発
／テスト

移行

工程の計画

システム機能仕様
の作成

適用業務フロー
の作成

入出力仕様
の作成

データファイル
の論理設計

移行設計

運用障害設計

Ｈ／Ｗ、Ｓ／Ｗ構成
の確認

基本設計承認

データファイルの
論理関係定義

データファイルの
論理構造定義

データベース・
セグメント定義

定義
書１

定義
書２

定義
書３

５

３

４

プロジェクト 工程 アクティビテイー タスク 成果物 工数

（３）作業WBS (Work Breakdown Structure)

出典：「ITコーディネータ IT経営の最新知識」改訂版 アスキー


